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月　

日
か
ら　

日
ま

１１

１０

１２

で
愛
知
県
西
尾
市
、
北
名

古
屋
市
、
三
重
県
伊
勢
市

を
訪
問
し
視
察
研
修
を

行
っ
た
。

　

ま
ず
西
尾
市
で
は
保
育

所
の
民
営
化
へ
の
取
り
組

み
で
、
核
家
族
化
が
進
み

共
働
き
世
代
の
増
加
、
保

育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
公
立
保

育
所
の
民
営
化
ま
た
は
統

廃
合
、
民
間
保
育
所
の
育

成
を
図
っ
て
い
た
。
反
対

意
見
も
多
か
っ
た
が
移
行

ま
で
十
分
時
間
を
か
け
、

て
い
ね
い
に
説
明
会
を
開

い
て
所
期
の
目
的
を
達
成

し
て
い
た
。

　

次
に
北
名
古
屋
市
を
訪

問
し
議
会
基
本
条
例
に
つ

い
て
研
修
し
た
。
市
町
村

合
併
に
よ
り
調
和
の
と
れ

た
議
会
改
革
を
目
ざ
し
て

条
文
も
市
民
に
解
り
や
す

い
表
現
を
用
い
、
市
民
の

声
も
反
映
さ
れ
や
す
い
よ

う
に
親
し
ま
れ
る
議
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
た
。

本
市
で
も
基
本
条
例
の
必

要
性
を
感
じ
た
。

　

最
後
に
伊
勢
市
を
訪
問

し
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

児
童
館
の
運
営
な
ど
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
研
修
し

た
。
伊
勢
市
で
は
、
昭
和

　

年
よ
り
民
設
民
営
で
始

５６ま
り
古
い
歴
史
を
持
っ
て

い
る
。
今
後
の
展
望
と
し

て
公
設
と
民
設
で
は
運
営

面
で
の
違
い
が
多
く
統
一

性
を
も
た
せ
る
の
に
苦
労

し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

　

今
回
の
研
修
地
は
い
ず

れ
も
そ
れ
ぞ
れ
先
進
的
に

取
り
組
み
を
し
て
い
る
自

治
体
で
我
々
も
大
い
に
勉

強
に
な
っ
た
。
こ
の
研
修

で
得
た
も
の
を
今
後
小
城

市
発
展
に
尽
く
し
た
い
。

　

平
成　

年　

月　

・　

20

10

15

16

日
に
埼
玉
県
坂
戸
市
自
主

防
災
、
東
京
都
大
田
区
議

会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

　

坂
戸
市
自
主
防
災
は
、

平
成
７
年
阪
神
淡
路
大
震

災
が
起
こ
り
、
市
民
の
防

災
意
識
が
急
速
に
高
ま
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
次
々
と

自
主
防
災
組
織
を
結
成
、

防
災
訓
練
や
資
機
材
整
備

な
ど
個
々
の
自
主
防
災
組

織
の
判
断
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

市
や
防
災
関
係
機
関
な

ど
と
の
密
接
な
連
携
を
図

る
こ
と
や
、
災
害
時
に
備

え
た
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
推
進
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
も
意
図
と
し

て
準
備
会
を
発
足
６
ヵ
月

の
準
備
期
間
を
経
て
設
立

総
会
を
開
催
。
現
在　

団
62

体
が
加
盟
す
る
組
織
に
な

り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
普

及
啓
発
活
動
、
研
修
活
動
、

情
報
交
換
及
び
連
携
協
力

体
制
の
整
備
な
ど
自
主
防

災
活
動
を
支
援
し
て
運
営

が
図
ら
れ
て
い
た
。

　

防
災
は
行
政
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
。
ど
う
し

て
も
地
域
の
連
携
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。

　

大
田
区
議
会
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
で
は
、

本
会
議
、
予
算
特
別
委
員

会
、
決
算
特
別
委
員
会
を

本
会
議
場
で
行
い
、
議
場

内
の
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
４
台
で

会
議
を
撮
影
し
、
庁
内
に

生
放
送
し
て
い
る
。

　

生
放
送
の
映
像
を
事
務

局
内
の
Ｔ
Ｖ
で
受
信
、
次

に
事
務
局
内
の
Ｔ
Ｖ
か
ら

映
像
と
音
声
を
パ
ソ
コ
ン

に
取
り
込
み
、
取
り
込
ん

だ
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
に

変
換
し
、
日
程
ご
と
に

フ
ァ
イ
ル
を
分
割
。
広
報

を
担
当
し
て
い
る
部
署
に

映
像
と
音
声
の
デ
ー
タ
を

持
ち
込
み
、
契
約
し
て
い

る
サ
ー
バ
ー
に
デ
ー
タ
を

送
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

議
員
の
態
度
、
質
の
向

上
な
ど
緊
張
感
が
あ
っ
て
、

活
発
に
意
見
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
。
財
政
格
差
が

あ
る
が
、
小
城
市
議
会
も

使
命
達
成
に
む
け
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
前
向

き
に
検
討
す
べ
き
と
感
じ

た
。

▲

大
田
区
の
議
会
中
継
シ
ス
テ

ム
を
視
察

▲伊勢市役所にて
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小
城
市
に
お
い
て
、
現

在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
芦

刈
地
区
の
「
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
」
、
小
城
地

区
に
お
い
て
計
画
さ
れ
て

い
る
「
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
」
な
ど
あ
る
こ
と

か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

お
け
る
行
政
と
地
域
住
民

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
と

い
う
課
題
を
も
っ
て　

月
１０

　

日
～　

日
の
日
程
で
視

２８

３０

察
研
修
に
臨
ん
だ
。

　

石
川
県
加
賀
市
の
「
ま

ち
屋
再
生
事
業
」
で
は
、

古
い
町
並
み
や
空
家
の
再

生
を
多
額
の
予
算
を

掛
け
ず
に
活
性
化
を

図
る
取
り
組
み
を
学

ん
だ
。

　

石
川
県
白
山
市
の

「
駅
南
土
地
区
画
整

理
事
業
」
で
は
、
駅

周
辺
に
お
け
る
賑
わ

い
が
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
駅
前
広

場
の
整
備
や
商
店
街
に
つ

な
が
る
区
画
道
路
の
実
現
、

鉄
道
線
路
に
よ
る
南
北
分

断
の
解
消
問
題
の
取
り
組

み
に
お
け
る
土
地
区

画
整
理
の
難
し
さ
、

住
民
と
の
協
議
及
び

理
解
の
た
め
の
綿
密

な
計
画
の
実
施
方
策

等
の
研
修
を
し
た
。

　

滋
賀
県
長
浜
市
の

「
黒
壁
に
よ
る
街
づ

く
り
事
業
」
の
視
察

で
は
、
行
政
と
民
間

企
業
及
び
市
民
団
体

に
お
け
る
協
力
と
協

働
に
つ
い
て
学
び
、
街
の

活
性
化
を
地
域
住
民
が
金

や
知
恵
を
出
し
成
功
し
た

街
づ
く
り
を
見
て
き
た
。

　

行
政
主
導
で
の
ま
ち
づ

く
り
は
無
謀
で
あ
り
、
地

域
の
企
業
・
住
民
と
の
協

働
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
、
今
回
の
視
察
研

修
の
成
果
は
、
今
後
の
小

城
市
に
お
け
る
「
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
に
生
か
さ
れ

る
と
考
え
る
。

　
　

月　

日
～　

日
、
石

１０

１５

１７

川
県
能
美
市
、
福
井
県
鯖

江
市
、
小
浜
市
を
訪
問
し

視
察
研
修
を
行
っ
た
。
能

美
市
、
農
業
生
産
法
人

『
た
け
も
と
農
場
』
（
代

表
竹
本
敏
晴
氏
）
先
代
の

父
平
一
氏
は
昭
和　

年
朝

４０

日
農
業
賞
、
米
作
日
本
一

賞
、　

年
天
皇
杯
を
受
賞
、

４１

現
在
も
先
代
以
上
の
土
づ

く
り
に
励
ま
れ
耕
作
面
積

　
　

転
作
率
は　

％
、
水

４０
ｈａ

３０

稲
は
有
機
、
特
別
栽
培
を

行
い
米
の
食
味
向
上
、
販

売
に
力
を
注
が
れ
て
い
た
。

ミ
ニ
産
地
づ
く
り
『
九
谷

の
里
』
計
画
と
い
う
地
域

振
興
に
も
参
画
さ
れ
、
後

継
者
も
育
ち
地
域
に
根
ざ

し
た
農
場
で
あ
っ
た
。

　

福
井
県
鯖
江
市
、
農
林

政
策
課
、
わ
が
村
自
慢
の

一
品
認
証
に
つ
い
て
、
各

地
域
の
魅
力
あ
る
自
慢
の

特
産
物
を
創
出
、
認
証
、

ア
ピ
ー
ル
し
農
業
者
の
生

産
意
欲
の
向
上
と
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
目
的
。
現

在
２
件
を
認
証
、
イ
ベ
ン

ト
や
直
売
所
か
ら
出
発
し

地
産
地
消
へ
つ
な
げ
る
。

　

鯖
江
市
農
地
・
水
・
環

境
対
策
協
議
会
、
共
同
活

動
に
お
い
て
市
の
農
振
農

用
地
面
積
の
約　

％
が
活

９０

動
対
象
。（
小
城
市　

％
）

６５

県
内
取
組
率
１
位
で
住
民

と
共
に
景
観
形
成
と
生
態

系
保
全
に
努
め
ら
れ
て
い

る
。

　

福
井
県
小
浜
市
。
平
成

　

年
９
月
に
「
食
の
ま
ち

１３づ
く
り
条
例
」
を
制
定
。

地
域
資
源
で
あ
る
食
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
人
づ
く
り
に
は
食
育

を
重
要
施
策
と
位
置
づ
け
、

保
幼
小
中
の「
義
務
食
育
」

体
制
の
整
備
、
全
世
代
を

対
象
と
し
た
「
生
涯
食
育

の
推
進
」
平
成　

年　

月

１６

１２

に「
食
育
文
化
都
市
宣
言
」

を
行
っ
た
。

▲

農
業
生
産
法
人
「
た
け
も
と

農
場
」

▲

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館

▲黒壁による街づくりの町並通り

▲加賀市のまち屋再生事業・市営住宅にて
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